
いろいろなものに触れて

振り返り

保育者が絵の具を筆で手のひらに塗ってみると、ちょっと不思議な表情をしていた子ども達。紙にそのまま手形を付け
たり、指でこすったりしながら遊びました。別の日は、大好きな風船に絵の具をつけてスタンプをして遊びました。風
船の感触を確かめるかのように、ぎゅっと握ってみる姿も見られました。声をかけながら、ゆっくりといろいろな素材
を触っています。袋にいれた水糊、キラキラしたビーズやグリッター、触れてみたり、潰してみたりしながら遊びまし
た。見つけた時に「それ何？」「ちよっと触りたい」と言っているかのような仕草や表情も見られました。保育者と一
緒に、『ぎゅっ』『ぽん』と言いながら楽しい活動となりました。雪がたくさん積った日は、タライの中で雪にも触れ
てみました。冷たい感触を手や、足、肌で感じていました。保育者が「冷たいね」「雪やこんこ」と歌いながら一緒に
楽しみました。これからも子ども達の興味を引き出しながら、気持ちに寄り添っていきたいです。絵の具では子ども達
の好きな食べ物を表現しました。作品展で展示したいと思います。

(豊かな感性と表現、健康な心と体、言葉による伝え合い、自立心)
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〇ねらい：保育者と一緒に、さまざまな素材に触れることを楽しむ。
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